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岡山水試報 24 125-127. 2009 

アラントインで作出したスサビノリ胞子の養殖試験

清水泰子・草加耕司

Cultivation Examination of Nori POゆhyrayezoensis Spores Produced by Using Allantoin 

Yasuko SHIMIZU and Koji KUSAKA 

キーワード:アラントイン，単胞子，ノリ養殖

岡山県海域では， 2006年秋季のノリ育苗期に芽落ちゃ

芽傷みが広範囲に発生し，養殖日程が大幅に遅延した。

原因として， 10月10日頃から11月上旬にかけて水温降下

が停滞し平年値を 1~ 2
0

C上回ったことや，児島湾口部

漁場では付着珪藻による網汚れも重なったことが考えら

れている!)ものの，単胞子による二，三次増殖待ちゃ，

他地区県からの網の購入などに時間がかかり，結果的に

生産開始時期は大幅に遅れることとなった。

一般的にこのような芽落ち，芽傷みが生じた場合，上

述の対応や，殻胞子の再採苗などで網を確保できるが，

購入には購入先，再採苗には成熟した糸状体が必要であ

り，迅速な対応のできない可能性も考えられた。そこで，

網の確保方法のーっとして，近年開発されたアラントイ

ンを用いたノリ胞子作出法2)に注目し，芽落ちを救済す

る一法になり得るか検討するための前試験を行うことと

した。

アラントインは動植物が広く有するプリン体代謝産物

の1種で，細胞分裂の活性化，増殖促進などの作用があ

り，医薬品，化粧品などに使用されている。スサピノリ

Poゅhyrayezoensisおよび，ウップルイノリ P.

ρseudolinearisにおいては，単胞子の形成，放出の際に

含有量が増加すること，適濃度のアラントインを含む海

水で培養すると葉状体全体の細胞が単胞子に近い機能を

有するようになり，磨砕して細胞壁を除くことで，再生

産可能な細胞を多量に作出出来ること2)などが既に明ら

かにされているが，これらの試験は全て室内で行われた

ものであるため，本試験では野外での生育を確認するこ

とを目的とした。

材料と方法

胞子の作出スサビノリ U-51株の糸状体を水温22

oc，光周期14時間明期， 10時間暗期(以下10L:14Dと

表記入光量4，0001uxで成熟させた後に，水温15
0

C，光

周期14L・10D，光量4，0001uxの条件でクレモナ単糸に

殻胞子を採苗した。採苗後は，週1回程度換水しながら

採苗と同条件で培養し，生長した葉状体を材料に用いた。

培養は，白色蛍光灯を設置した低温インキュベーター(福

島工業:FMU-263I)内で， NPM栄養強化滅菌海水3)と，

活栓を取り付けた容量 21の円柱型フタ付きプラスチッ

ク容器を使用し， 0.22μmシリンジフィルター(ミリポ

ア・ MILLEX③'-GS)を通して通気しながら行った。

アラントイン処理による胞子の作出は，基本的に既

報2)Vこ従った。水温15
0

C，光周期10L:14Dの条件下，ア

ラントイン10mMを含む NPM栄養強化滅菌海水中で，

ノリ葉体を21日間培養し，換水を 2から 3日おきに行っ

た。培養後，葉状体を氷冷しながらガラスホモジナイザ、

ーで磨砕し，目合い45μmのナイロンメッシュを通して

細胞壁などを取り除き，海水1lに懸濁して胞子液とし

た。胞子液の一部を採取し，胞子数を計数するとともに，

作出した胞子20個の長径と短径を測定した。なお，胞子

液は採首の直前に作製し，採苗槽に添加するまで氷上で

低温を保った。

採苗・育苗・育成 '08年10月23日に， 153 x 230 x 

53cmの野外水槽に採苗用の水車を設置し，約1.lklの砂

櫨過海水を入れて，直前に作製した胞子液を添加し，午

前8: 00時から10: 30時まで，1.5時間水車を回転させて

採苗を行った。途中，適宜網地を切り取り，実体顕微鏡

で胞子の付着数を確認した。ノリ網は重ねずに l枚のみ

で使用した。採苗後のノリ網は， 1 kl水槽に収容し，微

流水，微通気で翌日育苗を開始するまで静置した。

児島湾口部ノリ養殖漁場と試験場所を図 lに示した。

通称白石漁場で10月24日から11月23日までの30日間育首
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向山県

②.育成場所

2km 小豆島~ 

図1 児島湾口部ノリ養殖漁場と試験場所

した。管理は漁業者に依頼した。育苗中の過度の乾燥を

防ぐため，採苗した縮には3枚の未使用鰐を重ねて4枚

重ねとした。育百の期間中，おおむね遇2回の割合で絹

地の 3か所から網糸を約10cm切り取り，ノリ芽の数と約

50個体の細胞数を計数し，二次芽放出個体の有無を観察

した。芽数は蛍光顕微鏡で100倍のときに 1視野(網地表

面の2.2mml幅)に見える数を綱糸 I本につき10か所で計

数した。細胞数が増加した育苗終了時には， 30個体の葉

長を測定した。育苗終ア後は，軽く自然乾燥させてビニ

ール袋に密封し，冷凍庫で育成まで保存した。

冷凍保存した締を11月初日に解凍し，一部を切り取っ

て直径48mmの塩ピ管で作製した70cm角のフロートに

結束バンドで張り付け，児島湾口南部のパラ松漁場の区

画ブイに結びつけて21呂開育成した(図 2)。育成後に網

を呂収して，平均葉長，葉幅を測定した。

結果と考察

胞子の作出 アラントイン処理終了時の平均葉長は，

30.6 (::1::18.99) mm，全体の湿重量は16.2gで、あった。

藻体は培養中にねじれたり，湾曲したものが多かった。

細胞は，やや細胞質が収縮して丸みを帯ぴていたが，部

分によっては通常の細砲と大差ないものも多かった。ア

ラントイン処理後には細胞壁と細胞質の聞に間際が生

じ，細胞質は丸みを帯ぴるとされている2)が，今回の処

図2 フロートの様子

理では大きな変化の無い細胞も多かったため，効果が全

ての細胞に行き渡ったのか疑問が残った。今後 1聞の

藻体培養量などを検討する必要がある。

藻体を磨砕して得られた胞子数は，約194万倍であっ

た。作出した胞子は円形から楕円形で，色素体の形状が

明確で葉状体持と変化ないものが多かった。平均長径は

18.8 (::1::2.61)μm，短径は14.2(::1::2.51)μmで、通常

よりもやや大きめであったが これは葉体全体を材料と

したため根様糸細胞が混在したものと考えられた。

採蔚採苗開始時の水温は23.2
0

C，天候は曇りであっ

た。採苗槽の海水に添加した胞子の濃度は16， 900Cells/ l 

であった。陸上採百で推奨される殻胞子濃度は， 1 ， 000~ 

2， OOOCells/ l以上で、ある4)ことから，胞子数は十分量であ

ったと考えられた。採苗開始後，適宜付着数を確認した

が，数~十数分後の時点では付着数が少なく，田転を 1

時間半継続した。採苗終了時の綿糸への胞子付着数は，

8. 6Cells/2 . 2mmで海水中の胞子濃度から考えると少な

し改善の必要があると考えられた。また，育苗を開始

した24日に測定した際には5.4Cells/2 . 2mmに減少して

おり，胞子が脱落したものと考えられた。

育苗・育成 育苗開始から18日目までの幼芽の細胞数

の推移を鴎3に示した。育苗開始4日後には， 52.0%が

2細胞以上となり， 12日後には73.2%以上が10細胞を超

えた。 18日目には単胞子放出個体が確認された。育苗期

需中の芽数の推移を圏4に示した。芽数は当初 I前後で

少なかったが，単胞子放出個体が確認されて以降増加し，

育苗終了時には8.2個体/2.2mmで、あった。漁場には育苗

開始時期の異なる網が隣議していたが，本試験の絹地で

単胞子放出が認められた時期と，単胞子による幼芽が確

認された時期が一致することから，タト音防ミらの着生は少

なかったと考えられた。育百終了時の平均葉長は， 5.3 



127 

一概に比

較することは出来なかった。

本試験において，干出作業を経て単胞子の放出と着生

で，何らかの影響があった可能性も考えられ，(:t13.7) mmで、あった。本試験の育苗期間が30日間で

あったの対し， '08年の県内のノリ育苗期間は20から30日

程度5)で大差なく，一方，育苗終了時の平均葉長が5.3mm

アラントインで、によって芽数が増加したことなどから，

作出した胞子を通常の工程で育苗可能なこと，摘採可能

な葉長に生長すること等が確認できた。付着率が低かっ

たことなどの課題はあるが本法は養殖ノリ網への二次芽

供給法の 1つになり得ると考えられた。

とやや小さかったことから，所要時聞は少々長めと考え

られた。

育苗後の育成は， 11月26日から12月16日まで19日間行

った。育成終了時の平均葉長は131.4(:t113.6) mm， 

平均葉幅は20.4(:t29.5) mmで、あった。葉体の細胞は

辞

本試験を行うにあたり，育百を行って頂いた朝日漁業

協同組合の豊田次郎氏，育苗，育成にご協力頂いた朝日

漁業協同組合，小串漁業協同組合，胸上漁業協同組合の

皆様に感謝いたします。

語j
規則正しく整列しており，色素体も通常の葉状体と同様

であった。本試験を行った漁場では，単張りから 2~3

週間で1回目の摘採が行われることから，生長はやや遅

かったと言えるが，塩ピ管フロート方式では，藻体が小

さく全体が軽い場合に，塩ピ管による消波，減流が顕著
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